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要 旨
有線無線混在ネットワークにおいて、今まで数多くの Transmission Control Protocol(TCP) の性能
改善アルゴリズムが提案されている。 外部からリソースの支援を要するような改善アルゴリズムは、普及
は難しい。一方、エンドツーエンドTCP（End-to-End TCP）アルゴリズムは、 通信プロトコルの操作を可
能な限り通信システムの終端で行い、 また制御対象のリソースになるべく近いところで行うため、比較的
に単純であり、TCPの原理にも違反していない。 しかし、従来のTCPはリンクエラーによるパケットロスと
輻接によるパケットロスの区別をせず、 リンクエラーによるパケットロスの場合には帯域が空いているに
もかかわらず通信のフローレートをl下げてしまう。従来のTCPにおけるこの現象によってTCPフローが帯
域を有効に利用することができなくなり、おもにスループットの面に関して性能の低下を招いてしまう。
本研究では、 リンクエラーによるパケットロスと輻楼によるパケットロスを区別することによってTCPの
改善を行う 「TCP Amal」 という新しい手法を提案する。 この提案手法の動作の確認と転送の評価は
ネットワークシミュレータNS-2上で行った。 TCP Ama1はTCP Renoの改善版であり、送信ノード以外のノ
ードの支援を要求せず、その他のTCPアルゴリズムより非常に良いスループット(例えば、 リンクエラー
が1%以下の場合はスループットがほとんど低下しなかった) が得られることが確認された。 また、TCP
Ama1は公平性の面に関してもすぐれており、TCP RenoとTCP Amalのフローが存在するネットワークシス
テムで、 Jainの公平指標(Fairness Index)を求めたとき、12個のフローまで0.96以上の高い評価結果が
得られ、TCP Ama1以外のTCPフローが存在する場合にも公平性を保つことが確認された。 さらに、
TCP Amalは多くの他のTCP改善アルゴリズムにも低コストで適用することができる。
